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【８月３１日 時点】

×破 堤： ２河川
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○被 災： ９４河川
（被災箇所：３８５箇所）
－ ： ７河川
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「この地図の作製に当たっては，国土地理院長の承認を得て，同院発行の20万分の１地勢図及び５万分の１地形図を使用した。（承認番号平25九使，第９号）」

県管理河川の被災状況 【８月３１日 時点】
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令和元年６月末からの大雨に関する河川整備の効果鹿児島県

○平成５年の８・６豪雨で被害を受けた河川や，近年，著しい住宅浸水被害が発生した河川に
ついて，重点的に整備してきた結果，公共土木施設（河川）災害発生件数や浸水家屋数が減
少している。

２ 河川整備状況

１ 降雨量比較 ３ 公共土木施設（河川）災害発生状況（局名：鹿児島地方気象台）

（単位：mm） （単位：件）

３ 浸水家屋発生状況
（単位：棟）

床上

床上
床下

床下

※改修済は，雨量60mm/hに対応。

平成５年当時 平成30年度末

要改修延長 1879.8km 1913.4km

改修済延長 463.9km 886.7km

整備率 24.7% 46.3% 約22%増

※H5.8の浸水は，住家のみを計上。

※R1.7発生件数は，８月31日現在。

合計 12,132

合計 82
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令和元年６月末からの大雨に対して、これまでの河川整備が効果を発揮（新川水系新川）鹿児島県
しんかわ しんかわ

新川

位置図

○広域河川改修事業（延長：6.85km）
・内容：掘削，護岸，橋梁改築等
・期間：昭和57年度～
○床上浸水対策特別緊急事業（延長：①1.9km②0.66km ）
・内容：掘削，護岸，橋梁改築等
・期間：①平成7年度～平成16年度②平成18年度～21年度
○大規模特定河川改修事業
・内容：ＪＲ田上橋架替等
・期間：令和元年度～

：H5年8月豪雨浸水範囲

鹿児島地方気象台

雨量の比較（局名：鹿児島地方気象台）

（水位計）

改修前 改修後

田上橋 （今回の出水状況）

○新川水系新川では，平成５年８月，９月，平成７年８月，平成15年７月等の出水が発生。浸水被害の常襲地区であったが，
平成7年度から16年度（国道新川橋～湊橋）と平成18年度～平成21年度（湊橋～徳重橋）にかけて，床上浸水対策特別
緊急事業を実施。【平成5年8月出水：浸水面積53ha，床上浸水220戸，床下浸水1,159戸】

○今回の出水では，鹿児島地方気象台の24時間雨量において，平成5年8月出水時を大きく上回る雨量が観測されたが，
橋梁架替や河道拡幅などの事業効果により，平成５年８月出水の浸水戸数1,379戸が０戸であった。

浸水家屋
無し

床上
220戸

床下
1,159戸

浸水戸数の比較
合計
1,379戸

提供：鹿児島県 提供：鹿児島県

「この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の５万分の１地形図を複製したものである。
(承認番号平23九複，第105号)」

この間集中的に降ったが
そんなに心配するほどではなかった

8･6水害で氾濫した甲突川や新川，稲荷川も
氾濫危険水位を超えたものの，
住宅への被害はなかった

○テレビ報道におけるコメント（KYT：news every.かごしま）

住民

ｷｬｽﾀｰ
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令和元年６月末からの大雨に対して、これまでの河川整備が効果を発揮（甲突川水系甲突川）

○甲突川水系甲突川では、平成5年8月に出水が発生。平成5年度から平成11年度にかけて，河川激甚災害対策特別
緊急事業を実施。【平成5年8月出水：浸水面積424ha ，床上浸水8,469戸，床下浸水3,117戸】
○今回の出水では，平成５年８月出水時を大きく上回る雨量が観測されたが，河道拡幅，橋梁架替などの事業効果
により，平成5年出水の浸水戸数11,586戸が0戸であった。

浸水戸数の比較

鹿児島県

事業実施後

甲突川

位置図

：H5年8月豪雨浸水範囲

（水位計）

河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業

甲
突
川

L=
9.

4k
m ○河川激甚災害対策特別緊急事業
・延長： 9.4km（河口～石井手堰）
・内容：護岸，掘削，橋梁改築等
・期間：平成5年度～平成11年度

事業実施前

今回の出水状況

浸水家屋
無し床上

8,469戸

床下
3,117戸

雨量の比較（局名：鹿児島地方気象台）

水位低下により浸水被害を防止

H5年8月豪雨水位

断面図

▽7.3▽7.3

※氾濫危険水位5.44
避難判断水位5.04

岩崎橋

H=約2m R1.7 実績水位（岩崎橋） ▽5.16

こう つき がわ こう つき がわ

出典：国土地理院ウェブサイト
（https://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do#1）

合計
11,586戸

提供：鹿 島

提供：鹿 島
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最高水位H=154.62m
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常時満水位
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令和元年７月３日～４日梅雨前線豪雨 流入量・放流量・貯水位
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位置図・川辺ダム流域図 ダム諸元 等

川 辺 ダ ム の 概 要

○事業目的
川辺ダムは，万之瀬川水系万之瀬川の鹿児島県南九州市川辺町神殿地先に，多目的ダムとして建設されたもので，
万之瀬川河川総合開発の一環をなすものである。
ダムは，重力式コンクリ－トダムとして，高さ５３．５ｍ，有効貯水量２，４６０，０００ｍ３で洪水調節，河川環境の保全
及び都市用水の安全供給を目的とするものである。
○洪水調節
ダム地点の計画高水流量３００ｍ３／ｓのうち，１００ｍ３／ｓを自然調節方式により洪水調節し，万之瀬川沿川地域の
水害を防除する。
○都市用水
鹿児島市及び鹿児島県に対し，南さつま市花川橋地点において，都市用水として，７５，０００ｍ３／日（０．８７ｍ３
／ｓ）の安定取水を可能にする。
鹿児島市の水道用水 ５５，０００ｍ３／日 ， 鹿児島県の工業用水 ２０，０００ｍ３／日

川辺ダム

工事費 約123億5千万円
工 期 H7.3～H15.3
平成14年3月 本体完成
平成14年10月～平成15年2月

試験湛水
平成15年6月 竣工式開催

累計約573千㎥を一時的
に貯留し，下流河川の水
位上昇を軽減

川辺ダムの整備効果（二級河川万之瀬川）

「この地図は，国土交通省国土地理院長の承認を得て，同院発行の５万分の１地形図を
複製したものである。（承認番号 平７九複，第118号」
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